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論 文 内 容 の 要 旨

はじめに:

随意運動中に記録される体性感覚誘発電位 (SEP)の皮質成分の振幅は,安静時の振幅と比べ減衰していることが,以前

より知られている｡このような現象 (gating)は,随意運動時以外にも受動的な運動や触覚刺激でも観察され,また随意運

動に先行して観察されるとの報告もある｡ この機序に関しては,筋求心線維や皮膚触覚線維からの末梢性 ･求心性インパル

スの影響と大脳皮質からの中枢性 ･遠心性インパルスの影響がある｡ 本研究で我々は,警告刺激 (sl)とそれに続く命令

刺激 (S2)を用いた単純反応時間課題においてS2に正中神経刺激を用いることにより,運動中の筋収縮によ､る求心性イン

パルスの影響を除く方法を考案し,はじめて中枢性gatingのみを記録することに成功した｡

方法 :

対象は健常者11名.slとして音刺激 (70dB,2000Hz)を与え,次いで1秒後にS2として電気刺激 (運動開催の1.1倍,

持続0.2ms)を右手首で正中神経に与え七,S2により誘発される岳EPを記録したo安静時,運動課題 (S2に対し,迅速

な右手指伸展を行う),注意課題 (S2の数を暗唱する)の3条件でSEPを比較検討した｡反応時間計測のため,両側総指

伸筋の筋電図を記録した｡正常被検者の手指伸展課題に対する反応時間は通常 60msを越えており,N60以前の短潜時

SEP成分はすべて動作開始前の反応時間内に記録される｡刺激回数は200-300回で,反応時間が60ms以下 (予期によるフ

ライング)や200msを越える試行 (注意の低下),及び運動開始前に筋電図に動揺 (>50〃Ⅴ)を認める試行 (予期による

筋緊張)については,Oだ-1ineで県重に除外し,残り(100-Zoo回)を加算平均した.

結果 :

C3での中心部N60の振幅が有意に減衰していた｡一方,最も早い皮質成分である中心部,頭頂部のN20振幅や,皮質下

由来の成分 (P14far一点eld)には有意な差を認めなかった｡頂点潜時はいずれの成分でも有意差を認めなかった｡安静時と

注意課題時は,ほぼ相同の波形を示し,注意の差はSEPにほとんど影響を与えなかった｡

考察と結論 :

運動課題における前頭部N30,頭頂部P30,および中心部N60の振幅の減衰は,筋収縮の開始に先行して記録されてい

ることから,これらは随意運動中に観察される従来の･movemenfgati喝 とは明らかに区別され,運動準備状態でのgating

(premovememtgating)であると考えられる｡注意の差はSEPに影響を与えなかった土と,また筋収縮による筋紡錘から

の末梢性インパルスの影響を除外し得ることから,このようなgatingは,中枢性運動機序によると考えられる｡ サルを用

いた実験では,束棉性の触覚刺激を運動開始の合図として用いた場合にのみ,運動準備状態の運動野 (特にSMA)甲ニュ

ーロンが反応することが報告されている｡ 本研究において,運動課題時のN30振噂の減衰が前頭部を主体に分布している

結果と併せて,SEPの premovementgatingは運動準備に関連した脳領域 (運動野,補足運動野等)からの影響を反映L
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ている可能性が示唆される｡本法は,選択的に中枢性gatingを識別し評価することを通してトジストニアなどの中枢性運

動疾患の感覚運動連関の解明に応用されている (参考論文1)0

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

体性感覚謬発電位 (SEP)は中枢の体性感覚機能の評価に広く臨床応用されている｡また,随意運動中のSEPの振幅は,

安静時の振幅に比べ有意に減衰することが知られており,gatingと呼ばれている｡ この機序に関しては,運動自体によっ

て惹起された末栴感覚線維からの求心性インパルスの影響と,大脳からの中枢性 ･遠心性インパルスの影響が考えられる｡

本研究では,警告刺激 (sl)とそれに続く命令刺激 (S2)を用いた単純反応時間課題において,運動中の廟収縮による求

心性インパルスの影響を除き,中枢性gatingのみを検索することにはじめて成功した｡11名の正常被験者に,Slとして音

刺激を与え,次いで1秒後にS2として電気刺激を右手首で正中神経に与えて,S2により誘発されるSEPを記録した｡S2

の直後に右手指を伸展させる運動課題を,S2の数を暗唱させる注意課題と安静時との間で,比較検討した｡運動課題時の

SEPでは安静時と比べて特に前頭部N30と中心部N60の振幅が有意に減衰していた｡安静時と注意課題時のSEPには差

を認めなかった｡筋収縮の開始に先行して認められたこれらの変化は,末梢性インパルスによる影響を受けず,運動直前の

中枢性gatingを反映するものと考えられる｡ このgatingには運動準備に関連した脳領域 (運動野,補足運動野等)からの

影響が想定される｡ 以上の研究は,選択的なSEPの中枢性gatingの検索を可能とし,ジストニアなどの中枢性運動疾患の

病態生理の解明に貢献する｡

したがって,本論分は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡なお,本学位授与申請者は,平成12年6月

23日実施の論文内容とそれに関連した諮問を受け,合格と認められたものである｡
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